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修士論文要旨
問題と目的
　自己開示とは，「自分の個人的な情報を他者に言語的に伝
える行為」（森脇ら，2005）である。畠山ら（2013）は，メ
タ認知が自己開示の適切性（状況に即した自己開示かどう
か）に影響を与え，不適切な自己開示は，ストレス反応に
正の影響を与えることを示している。しかし，適切な自己
開示とストレス反応との間には，関連性が認められなかっ
た。これは，適切な自己開示が，ストレス反応を軽減させ
る方向ではなく，対人関係における肯定的な側面を増加さ
せる方向に影響を与えるためであると考えられる。また，自
己開示の適切性に焦点を当てた支援として「自己開示ト
レーニング」（SDT）（森脇，2005）が開発されているが，自
己開示の適切性の規定因の一つであるメタ認知に焦点を当
てた支援を行った研究はほとんどない。
　そこで研究１では，畠山ら（2013）のモデルに対人関係
満足感を加えたモデルを検証することを目的とした。研究
２では，メタ認知を促進する方法として自己教示訓練
（SIT）に着目し，SITとSDTとを併用して，その効果を検
討することを目的とした。
研究１
目的：メタ認知が自己開示の適切性を介して対人関係満足
感およびストレス反応に影響を与えるという仮説モデルを
検証する。
方法：大学生269名（男性123名，女性145名，性別不明１名，
平均年齢20.17±1.43歳）を対象とし，質問紙調査を実施し
た。指標には，メタ認知尺度（石井，2007），適切な自己開
示尺度（森脇ら，2002），不適切な自己開示尺度（森脇ら，
2002），対人関係満足感尺度（加藤， 2001），SRS-18（鈴木
ら，1997）を用いた。
結果と考察：共分散構造分析によってモデルの検討を行っ
たところ，メタ認知は自己開示の適切性を介して，対人関
係満足感およびストレス反応に影響を及ぼすことが示され
た（Figure 1）。モデルの適合度は，比較的良好な値を示
した。このことから，メタ認知を促進する支援が，適切な
自己開示を促進し，不適切な自己開示を抑制することが示
唆された。
研究２
目的：SITおよびSDTが，メタ認知，自己開示の適切性お
よび対人関係満足感に及ぼす効果を検討する。
方法：大学生14名（男性５名，女性９名，平均年齢20.71±
1.77歳）をSDT＋SIT群４名，SDT群５名，統制群５名に
群分けし，実験を行った。指標は研究１と同様のものを用
いた。SDT＋SIT群・SIT群の実験は，週に１回，４週間に
わたって実施した。第１週目の冒頭にプリテストを行い，計
４回のトレーニングを実施後ポストテストを行った。統制
群では，トレーニングを行わず，第１，４週目のプリ・ポス
トテストのみ実施した。なお，SDT＋SIT群には，自宅で
SITを行うことを依頼した（ホームワーク）。
結果と考察：トレーニング前後で各群における各変数の平
均値を，時期によって比較したところ，メタ認知，適切な
自己開示，対人関係満足感尺度得点が増加し，不適切な自
己開示尺度得点が低下するという仮説どおりの変化が見ら
れた。また，個別データを検討したところ，仮説を支持す
る結果がいくつか示された。このことから，SITおよびSDT
が，メタ認知，適切な自己開示，対人関係満足感を高め，不
適切な自己開示を低下させる可能性が示唆された。しかし，
仮説に沿わないデータも見られたことから，トレーニング
自体に改良の必要があると考えられる。今後は，トレーニ
ング内容の再検討と長期的な支援を行い，SITおよびSDT
の効果をさらに検討していくことが望まれる。
メタ認知と自己開示の適切性に焦点を当てた
認知行動的支援が対人関係満足感に及ぼす効果
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Figure 1　共分散構造分析の結果
